
次世代空モビリティによる地勢的条件不利の克服に向けて
～長崎県における次世代空モビリティの推進～

※「長崎の変」とは、長崎出身の福山雅治さんがクリエイティブ・プロデューサーを務める、長崎を元気にするため
のプロジェクトです（2021年～）。合言葉は、「にゃんとかせんば！」。 http://www.nagasakinohen.jp/

令和4年3月17日

長崎県 企画部 次世代情報化推進室

http://www.nagasakinohen.jp/


NAGASAKI PREFECTURE １

Ⅰ 長崎県の地域紹介



NAGASAKI PREFECTURE ２

1. 長崎県の概要

対馬

五島

壱岐

●人口：1,313,103人
（R2.10.1現在 国勢調査）

●総面積：4,130.88平方km
（H29.10.1  全国都道府県市町村別面積調）

●海岸線の延長：4,178km
（H29.3.31現在 海岸統計）

※北海道に次いで全国第２位

●島の数：594のうち有人島72
（H27.10.1現在 各市町調べ）

※0.01平方km以上

長崎県の県域は
ほぼ九州本土と同じ

離島・半島地域、
中山間地域が多数



長崎県の魅力 ～異国情緒あふれる街並み・文化～

グラバー園

©長崎県観光連盟

龍踊（長崎くんち）

©長崎県観光連盟

オランダ坂

©長崎県観光連盟

長崎中華街

©長崎県観光連盟

大浦天主堂

©長崎県観光連盟
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～夜景・港町の風景～

※ 世界新３大夜景に認定（モナコ、香港、長崎）

©長崎県観光連盟

©長崎県観光連盟

©長崎県観光連盟

©長崎県観光連盟

NAGASAKI PREFECTURE ４

長崎県の魅力



～風光明媚な離島の風景～

筒城浜海水浴場（壱岐）

©長崎県観光連盟

辰ノ島遊覧船からの眺め（壱岐）

©長崎県観光連盟

大瀬崎灯台（五島）

©長崎県観光連盟

©長崎県観光連盟

九十九島

©長崎県観光連盟

青砂ケ浦教会（上五島）
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長崎県の魅力



【世界遺産の価値】

２世紀以上にわたるキリスト教禁教政策の下、密かに信仰
を伝えた 人々の歴史を物語る他に例を見ない証拠

大浦天主堂

三菱長崎造船所ジャイアント
・カンチレバークレーン

【世界遺産の価値】
西洋から非西洋への産業化の移転が成功したことを証言する
遺産群。造船，製鉄・製鋼，石炭と重工業分野において1850 
年代から1910年の半世紀で西洋の技術が移転され産業国家
形成への道程を示す。

二つの世界遺産

Nagasaki Prefectural Government

長崎と天草地方の

潜伏キリシタン関連遺産

明治日本の産業革命遺産

～製鉄・製鋼、造船、石炭産業～

奈留島の江上集落 端島炭鉱（軍艦島）

旧グラバー住宅

野崎島の集落跡
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NAGASAKI PREFECTURE ７

Ⅱ 長崎県における“空飛ぶクルマ”の活用に向けて



NAGASAKI PREFECTURE ８

１．長崎県における課題（2040年問題）

■ 総人口は、2015年の137.7万人に対し、25年後の2040年には 105.3万人まで減少すると見込まれており、

65歳以上の老齢人口も、国より15年も早く、2025年にピークを迎える。

■ 少子高齢化の進行に加え、若者の県外流出により、生産年齢人口についても、2040年には全体の５割を切ると見込まれている。

日進月歩、新たなに生み出される技術、製品などを活用し、地域活性化、産業振興を図る。



２．長崎県の持つ可能性・ポテンシャル ＜次世代空モビリティへの貢献＞

NAGASAKI PREFECTURE ９

提供できるフィールド： 多様な環境

・海 → 広い海洋、離島～本土間、離島～離島（2次離島）間

・陸 → 中山間地域、過疎地域、斜面地

・一次産業 → 農林業、水産業、食品製造業

・二次産業 → 造船業、航空機産業、半導体産業

・三次産業 → 観光産業：サービス業、宿泊業、飲食業 など

発展の可能性： 地元に強いニーズ（社会実装まで）

・市町として → 生活、経済の軸として

・県として → 洋上風力、新産業の面として

・その他 → 国境離島・安全保障への貢献

再生可能エネルギーの活用（地産地消）の視点
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「長崎県の近未来像～NAGASAKI Revolution4.0～」における航空機産業等の位置づけ

県HP
https://www.pref.nagasaki.jp/b
unrui/kenseijoho/kennokeikaku-
project/kinnmiraizou/

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kenseijoho/kennokeikaku-project/kinnmiraizou/


今後の長崎県における主な出来事

2022
（令和4）年

2023
（令和5）年

2024
（令和6）年

2025
（令和7）年

2026
（令和8）年

2027
（令和9）年

2028
（令和10）年

2022年 秋
西九州新幹線
（長崎～武雄温泉）開業

2025年
国民文化祭／
全国障害者芸術・文化祭 開催

2025年
長崎空港
開港50周年

2024年
長崎スタジアムシティ誕生

NAGASAKI PREFECTURE 11

2027年 秋頃
九州・長崎IRの実現



３．長崎県における“空飛ぶクルマ”のビジョン

NAGASAKI PREFECTURE 12

九州新幹線西九州ルートの開業やJR誘致の動きを見据

え、本県を訪れた方に大村湾周辺地域から離島地域を

含めた県内各地域への周遊を促し、県民も含め利便性

が高くストレスのない移動の実現を目指すため、MaaS

等の新たなモビリティサービスの導入を推進いたします。

■MaaS等の新たなモビリティサービスの導入

本県において、ICT利活用による産業振興や地域活性化の取組の方向性を示す「ながさきSociety5.0推進プラン」を策定し、

その中において、“空飛ぶクルマ”も含めた新たなモビリティサービスとして位置付け取り組むこととしている。

（１）ながさきSociety5.0推進プラン（R3.3 長崎県策定）における位置づけ

施策体系

＜推進項目として位置付け＞



NAGASAKI PREFECTURE 13

（１）ハウステンボス地域（九州・長崎ＩＲ含む）における活用

３．本県における“空飛ぶクルマ”の活用イメージ

・来訪者に対する付加価値の提供

・エンターテインメント性を備えた移動
の提供

・本県の地域価値向上（再訪促進）

“空飛ぶクルマ”により・・・

■ 現状、ハウステンボス地域には、年間2-3百万人の方々が九州内外更には海外から訪れている。
■ 将来的に、本県への整備・導入を目指している「九州・長崎IR」においては、年間延べ約 840 万人の来訪者
が想定されており、来訪者がストレスなく IR 施設を訪問するためには交通アクセスの充実が必要。

九州・長崎IR イメージパース



● ハウステンボス地域（九州・長崎
ＩＲ含む）における“空飛ぶクル
マ”の活用イメージ

長崎空港

県外・海外から

約22Km

空飛ぶクルマで快適移動

HTB地域
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長崎県には、異国情緒あふれる街並み・文化、風光明媚な風景、夜景など魅力的な観光地があり、主要産業
である観光業におけるエンターテイメントとしての活用が想定される。

さらに、2022年秋には、西九州新幹線（長崎～武雄温泉）が開業し、交通モードの連携の幅が拡がる。

（２）観光業におけるエンターテイメントとしての活用

NAGASAKI PREFECTURE 15



・ 長崎県の県域は九州全体と同じぐらい広い上、２次
離島を含めると有人離島が７２もあり、広域または
離島間の移動手段の確保が必要。

・ 中山間・過疎地域、さらには斜面地なども多く、高齢
者をはじめとした交通弱者対策が必要。
（誰一人取り残さない）

（３）離島、中山間・過疎地域を中心とした地域交通の確保

（４）夜間救急、災害発生時等における県民の安全安心の確保

“空飛ぶクルマ”により・・・

・地域住民における生活の“足”の確保

・観光客の周遊ツールとしての活用

・ 離島では高度医療が可能な病院がなく、急患が発生
した場合、ドクターヘリが夜間飛行できない。

・ 災害発生時に山間地などにおいて道路が寸断された
場合など、救急搬送が困難となる。

“空飛ぶクルマ”により・・・

・地理的、時間的要因に左右されない
救急搬送体制の確立

・地域住民の安全・安心の確保

・移住促進における障壁の払しょく
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Ⅲ 社会実装に向けた具体的な取組（概要）

10NAGASAKI PREFECTURE 17



１．産学金官連携によるSociety5.0の実現

■ ながさきSociety5.0推進プラットフォーム （R2.9立ち上げ）

幹事会

総会（全構成員）

ICTサービス・産業振興部会

基盤整備WG

課題解決WG

・ 光ファイバ、５Gなどの情報通信基盤の整備
・ データ連携基盤構築、オープンデータ化促進

・若者の県外流出、少子高齢化の進行等の地域課題解決に向けたAI、IoT,５G
等の利活用
・県内企業、誘致企業等との連携・協働による実証実施や社会への実装推進

行政デジタル化WG

・ 行政手続のオンライン化、共同調達・共同利用
・ テレワーク導入促進、RPAによる業務効率化
・マイナンバーカードの普及・活用促進

農林WG 水産WG

教育WG

交通WG 環境WG

防災WG

福祉WG

土木WG

・ 各分野ごとに、ICT利活用による課題解決、生産
性向上の取組について、産学金官により協議・検討

・ 本県におけるSociety5.0実現にに向けた取組の方向性
・ 「ながさきSociety5.0推進プラン」の策定

基盤整備・課題解決部会
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２．先端技術の社会実装に向けた財政支援の実施

■ Society5.0加速化補助金の創設

目的 県民の豊かで質の高い生活及び産業振興、地域活性化が図られる、Society5.0の実現を目指す

対象事業
AI、IoT、5G、ビッグデータ、ロボット、ドローン、XR等のICTを活用し、県内の各地域に顕在化する
課題を解決するシステム、サービス等の開発に向けた実証実験（社会実装が前提）

補 助
対象者

県内市町及び民間事業者

補助額等 対象経費の１／２以内かつ５００万円以内

“空飛ぶクルマ”では、、、

（例）離島～2次離島における、運航FS調査／飛行実証 など
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３．次世代空モビリティの実証フィールドの提供

■ 長崎県は、住民が少ない、多様なフィールド・環境を持つ

・広い海洋、離島～本土、離島～離島

・中山間地域、過疎地域、斜面地

※現在、民間定期
航路なし

（空港機能は維持）

壱岐空港
滑走路 1200m×30m
着陸帯 1320m×90ｍ F級

実証フィールド候補地

長崎市

壱 岐

五 島

対 馬

★新上五島空港
滑走路 800m×25m
着陸帯 920m×60ｍ H級

★小値賀空港
滑走路 800m×25m
着陸帯 920m×60ｍ H級

五島つばき空港
滑走路 2000ｍ×45m
着陸帯 2120m×150ｍ C級

・ 長崎県には空港機能は維持しつつも、民間定期航路

がない空港があり、空飛ぶクルマの機体開発、型式証明

に向けた試験飛行を行えるフィールドの提供が可能。

・ ドローンを活用した物流等の実証実験なども多く行われ

ている地域であり、地元基礎自治体の協力体制もあり、

地域住民の社会受容性も高いと想定される。

・ 離島の空港は、風が強い時期もあり、空飛ぶクルマの

実社会における運用を想定した様々な環境における

実証、改善点の明示化も可能であると考える。

・ 県においても、地元基礎自治体との調整や県庁内関

係各課との調整も実施。
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（１）小値賀空港の概要
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気象庁HPからの引用

小値賀空港

設置管理者 長崎県

供用開始(当初) 昭和60年12月20日

着陸帯・等級
920m*60m

H級

滑走路 800m*25m

誘導路 30m*9m

エプロン LA-5：3B

対応機種 小型機(ｱｲﾗﾝﾀﾞｰ､DHC-6)

運用時間 10:00~16:00

小値賀空港
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（２）新上五島空港の概要
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気象庁HPからの引用

上五島空港

設置管理者 長崎県

供用開始(当初) 昭和56年4月2日

着陸帯・等級
920m*60m

H級

滑走路 800m*25m

誘導路 50m*9m

エプロン LA-5：3B

対応機種 小型機(ｱｲﾗﾝﾀﾞｰ､DHC-6)

運用時間 10:00~16:00

新上五島空港
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長崎県における“空飛ぶクルマ”の実装に向けて・・

離島・半島、中山間地域、過疎地域における地域課題の先進地

人口減少・少子高齢化の進行による空モビのニーズ

地勢的な条件不利による移動障壁の存在

次世代空モビへの貢献できるポテンシャル（フィールド、ニーズ）

実証フィールド、支援体制、支援制度の提供
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ご清聴ありがとうございました。


